



























岩手山では 9月 3 日に山頂の南西約
10kmで、マグニチュー ド 6 . 1 の地震が
発生しました。この地震は、構造性地
震と呼ばれる断層運動によるもので、
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図 1 岩手山周辺地表面温度分布画像






















インターフェロメトリS A R による
地殻変動の検出には、1997年11月5日
と1998年 9月 9 日に観測された日本の
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動の様子を示したものが図2です。
魃根田川と書いてあるところの西側
のしま模様が、 9月3日の地震によ る
地殻変動を表しています。さらに、こ
のしま模様を解析した結果、今回の地
殻変動の最も大きなところでは37cmほ
ど移動していることが分かりました。
これは地上で観測された断層の動きと
ほぼ一 致しています。
岩手山の火山活動は平成10年11月現
在、1日の地震 回数が20回以下の日が
多く、地震回数の上では比較的低い活
動度で推移しています。しかし、依然
山体直下での地震活動と山体の地殻変
動は継続しており、活動の長期化も懸
念されています。当研究所では、今後
も活動の推移に対応して、観測研究を
行っていきます。
（問い合わせ先：隔測解析研究室、
火山噴火調査研究室）
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